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究 (Action research) を行った。

























































を行い、 2 つの優先的な援助課題を見出している。すなわち、第 1 は、周囲への関心の乏しさや「問
題行動」の発現により、一般的な余暇活動に参加することは難しい段階にある子ども達の余暇の
「開発」に関する方略であり、第 2 は、周囲の援助の工夫により、子ども独自の余暇活動から、
一般的なそれに接近しつつある段階にある子ども達の余暇の「展開」に関わる方略である。ここ
ではさらに、一般的な余暇活動は余暇が「確立」した段階と捉えた上で、「開発」から「展開」、「展
開」から「確立」の方向に進める余暇援助の枠組みを提案している。次に本論文では、 4 つの事例
を取り上げて、各課題に関する実践研究を展開している。そして、「開発」を課題とする対象児に
対しては、探索活動の促進あるいは援助者との共同的活動の促進を通して、食べることを楽しむ
活動や創作的な活動を作り出すことに成功している。また、「展開」を課題とする対象児について
は、要求伝達にとどまらない目的としてのコミュニケーション、すなわち「会話(おしゃべり )J
の意義に着目している。この会話が発展するために本研究において重視したことは、情報保障、
すなわち家族の動きや周囲で生じている出来事を適宜伝えていくことである。これによって対象
児は、要求伝達だけではない周囲の様子を尋ねる機会が多くなっていった。さらに、過去の出来
事に関する会話を重視することにより、感情の共有を含む会話内容の拡大を導いた。そして、以
上の取り組み過程を整理する中から援助の枠組みをより実効性のあるものへと改善し、また、援
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助に必要な多様な視点、を抽出している。
本論文に対しては、子どもへの介入の糸口として着目した行動と余暇の活動内容との繋がりが
必ずしも明確には整理されていないこと、生活時間と余暇時間を区別した介入方法の検討が十分
ではないことなどの問題を指摘することができる。しかしながら、このような課題は残されてい
るものの、本論文は、盲ろうに加えて他の障害を有する子ども達の余暇に視点を当てて研究成果
をまとめたわが国で初めての論文であるとともに、今後の盲ろう児支援に大きく寄与する内容で
あり、高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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